
○令和２年６月９日（火）人権・同和教育ＬＨＲを実施しました。 

 

 １・２年生の時にさまざまな差別や同和問題について主体的に取り組むことで、正しい知識を

身に付け、差別に立ち向かう意識と、その解決に向けて取り組む姿勢を学んできましたが、３年

生になった本時の授業では、これまでの学習を通して学んだことをさらに深化させて就職差別を

考えました。 

進路実現に向けて取り組んでいる３年生は、差別質問である「就職差別につながるおそれのあ

る１２項目」の質問についての学習をとおし、差別を解消していく取り組みとは何かを具体的に

自分自身の問題として捉え、差別解消への自覚を促すことを目的とした学習を行いました。 

 今回は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために、第１体育館と大講義室に分かれ、

ロールプレイングを行い、学習しました。 

   

実際の面接会場を想定し、「就職差別につながるおそれのある１２項目」の質問を分析・研究す

ることにより差別とは何かを学び、主体的に取り組むことで、差別は自分だけでの問題ではなく、

就職試験を受験する者すべてに関わることだという意識と、差別解決の意欲と実践力を養い、就

職試験や入学試験における面接での答え方を学びました。 

 

どの生徒も、ワークシートに記入しながら、

面接の質問と回答を確認していました。就職

試験や推薦入試での面接試験において、どの

ような形で差別が存在し、自己の生活とどの

ように結び付いているかを考えることができ

ました。これからの自分自身の生き方を考え

るなかで、タテマエや他人事にせず、自らが

「差別をしない、許さない人間」として生きて

いくために、この問題を自分の生活にひきよ

せて、自分の生き方を見つめることができた

と思います。 

 


